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浜
ノ
瀬
ダ
ム

特
集

そ
れ
は
、
新
た
な
農
業
開
拓
へ
の
第
一
歩

ご
存
知
で
す
か
？

私
た
ち
が
暮
ら
す
西
諸
の
田
畑
に
は
十
分
な
水
が
足
り
て
い
な
い
こ
と
。

た
く
さ
ん
の
人
た
ち
が
、
水
不
足
で
苦
労
し
て
い
る
現
実
が
あ
り
ま
す
。

今
年
３
月
、長
い
年
月
と
思
い
が
込
め
ら
れ
た
「
浜
ノ
瀬
ダ
ム
」
が
完
成
し
ま
し
た
。

「
ダ
ム
」
が
こ
れ
か
ら
の
西
諸
の
農
業
を
大
き
く
変
え
て
い
き
ま
す
。

　

西
諸
地
域
は
、
九
州
山
地
や

霧
島
山
麓
に
囲
ま
れ
た
農
業
地

帯
で
、
火
山
灰
に
よ
る
シ
ラ
ス

台
地
が
広
が
っ
て
い
ま
す
。

　

降
水
量
は
全
国
で
見
て
も
多

い
地
域
で
す
が
、
水
は
け
の
よ

い
土
壌
の
性
質
か
ら
、
水
の
保

持
力
に
は
乏
し
く
、
田
畑
の
水

が
不
足
す
る
こ
と
も
あ
り
ま

す
。天
候
や
季
節
に
左
右
さ
れ
、

作
物
の
植
え
付
け
時
期
や
収
穫

時
期
が
偏
る
こ
と
も
あ
り
、
安

定
し
た
収
益
を
得
る
こ
と
が
難

し
い
の
が
こ
の
地
域
の
農
業
の

実
情
で
す
。

　

平
成
29
年
３
月
に
完
成
し
た

「
浜
ノ
瀬
ダ
ム
」。
雨
に
頼
る
だ

け
で
な
く
、
安
定
し
て
水
を
使

う
た
め
に
建
設
さ
れ
ま
し
た
。

　

昭
和
31
年
、
農
林
省
熊
本
農

地
事
務
局
（
当
時
）
に
よ
り
国

営
の
畑
地
か
ん
が
い
事
業
の
計

画
地
区
と
な
る
か
ど
う
か
の
調

査
が
行
わ
れ
、
昭
和
32
年
、
国

営
の
直
轄
計
画
地
区
に
認
定
さ

れ
ま
し
た
。
事
業
の
対
象
と
な

る
田
畑
の
面
積
の
調
査
を
進

め
、
昭
和
62
年
、
西
諸
地
区
農

業
水
利
総
合
開
発
事
業
促
進
協

議
会
が
設
立
。
受
益
地
（
水
が

供
給
さ
れ
る
土
地
）
の
所
有
者

な
ど
か
ら
同
意
書
を
徴
集
し
、

平
成
８
年
、
国
に
ダ
ム
建
設
の

施
行
申
請
を
行
い
ま
し
た
。

　

平
成
20
年
に
は
、
水
の
供
給

が
始
ま
っ
た
後
の
ダ
ム
や
用
水

路
の
管
理
を
行
う
団
体
を
設
立

す
る
た
め
、
準
備
委
員
会
が
発

足
。
受
益
者
か
ら
委
員
26
人
が

選
ば
れ
、
運
営
方
法
な
ど
を
審

議
し
、
平
成
25
年
に
「
西
諸
土

地
改
良
区
」
が
設
立
さ
れ
ま
し

た
。

　

ダ
ム
建
設
計
画
が
始
ま
っ
て

か
ら
約
60
年
。
長
い
年
月
を
か

け
て
、
西
諸
地
域
の
農
業
発
展

へ
の
願
い
が
託
さ
れ
た
ダ
ム
が

完
成
し
ま
し
た
。

　

今
月
号
で
は
、
ダ
ム
完
成
を

通
し
て
、
農
業
が
ど
の
よ
う
に

変
わ
っ
て
い
く
の
か
、
西
諸
地

域
の
未
来
を
考
え
て
い
き
ま

す
。

天
候
な
ど
に
左
右
さ
れ

安
定
し
な
い
農
業

利
便
性
を
図
る
た
め
建
設

さ
れ
た
「
浜
ノ
瀬
ダ
ム
」
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「
浜
ノ
瀬
ダ
ム
」
は
、
西
諸

地
域
の
畑
地
と
水
田
に
水
を
送

る
た
め
、
須
木
鳥
田
町
地
区
な

ど
に
流
れ
る
大
淀
川
水
系
岩
瀬

川
に
建
設
さ
れ
ま
し
た
。　

　

今
年
４
月
、
ダ
ム
か
ら
一
部

の
地
区
へ
水
の
供
給
を
開
始
。

水
は
水
路
を
流
れ
て
、
フ
ァ
ー

ム
ポ
ン
ド
（
貯
水
槽
）
に
溜
め

ら
れ
ま
す
。
そ
こ
か
ら
さ
ら
に

水
路
を
通
っ
て
田
畑
に
水
が
流

れ
る
仕
組
み
で
す
。

　

フ
ァ
ー
ム
ポ
ン
ド
は
25
ヶ
所

建
設
予
定
で
、
現
在
は
18
ヶ
所

が
完
成
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
ダ
ム
よ
り
高
い
と
こ

ろ
に
畑
が
あ
る
場
合
は
、
高
台

へ
水
を
送
る
た
め
の
ポ
ン
プ
の

役
割
を
果
た
す
揚
水
機
場
を

使
っ
て
水
を
送
り
ま
す
。

　

盆
地
で
高
低
差
の
あ
る
西
諸

地
域
で
は
９
ヶ
所
の
揚
水
機
場

が
建
設
さ
れ
る
予
定
で
、
現
在

１
ヶ
所
が
完
成
し
て
い
ま
す
。

（
９
ペ
ー
ジ
の
図
を
参
照
。）

　

ダ
ム
や
用
水
路
は
効
率
性
や

安
全
面
を
確
保
す
る
た
め
、
西

諸
土
地
改
良
区
が
監
視
を
行
っ

て
い
ま
す
。
こ
こ
で
は
、
ダ
ム

の
水
位
や
田
畑
に
供
給
し
た
水

の
量
な
ど
を
一
定
時
間
ご
と
に

記
録
し
、
監
視
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
ダ
ム
に
貯
水
し
た
水

を
使
っ
て
、
水
力
発
電
も
行
っ

て
お
り
、
利
益
を
ダ
ム
の
運
営

な
ど
に
充
て
て
い
ま
す
。

　

ダ
ム
の
完
成
に
よ
り
、
こ

れ
ま
で
の
農
業
の
営
み
が
大

き
く
変
わ
る
こ
と
が
期
待
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

例
え
ば
、
年
間
を
通
し
て

安
定
的
に
水
が
使
え
る
こ
と

で
、
天
候
に
左
右
さ
れ
ず
に

植
え
付
け
の
時
期
な
ど
を
調

整
す
る
こ
と
が
で
き
た
り
、

水
が
た
く
さ
ん
必
要
な
作
物

な
ど
を
作
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

　

ま
た
、
か
ん
水
用
の
水
の

調
達
に
費
や
し
て
い
た
時
間

や
身
体
的
な
労
力
も
減
ら
す

こ
と
が
で
き
る
た
め
、
農
家

の
負
担
軽
減
に
も
つ
な
が
り

ま
す
。

西
諸
地
域
の
農
業
が
変
わ
る
。

「
安
定
し
て
水
を
使
え
た
ら
」。
浜
ノ
瀬
ダ
ム
に
未
来
を
託
す

　

ダ
ム
か
ら
水
を
田
畑
に
通
水
す
る
こ
と
で
、
新
た
な
農
業
の
営
み
方
が
見
え
て
き
ま
す
。

インタビュー ～ダム建設当初から携わった2人に聞きました～

左）平成 22 年に開催されたダムの
定礎式。写真左は当時の西諸畑かん
事務局長で、表紙の「水は宝　西諸
の畑に　生

い の ち

農地の水を」をスローガ
ンに掲げ、この事業を牽引した永

な が や ま

山
幸
ゆ き お

男さん。

ダ
ム
か
ら
一
部
の
地
区
へ

供
給
が
始
ま
り
ま
し
た

農
業
の
営
み
方
が
大
き
く

変
わ
る
こ
と
を
期
待

　設立準備委員会の委員となったことがきっか
けで、現在、西諸土地改良区の理事長を務めて
います。この改良区は、浜ノ瀬ダムができて、
畑地かんがい事業が進む中での農家の受け皿と
なるために設立されました。私たちの使命は、
農家がいつでも水を使える状態にすることで
す。ダムの水をみんなで分け合って、雨水など
の恵みとともに有効に活用していくことが大切
です。農家が天候に左右されずに作りたいもの
を作り、質の良い作物を収穫できるような状態
を作るため、西諸土地改良区一丸となって取り
組んでいきます。

井
い で

手　敦
あ つ み

巳さん

西諸土地改良区理事長
兼野尻原改良区理事長

ダム建設当時から携わり、現在は新たな
使命を達成するために頑張っています。

　私は、国営かんがい排水事業西諸地区の申請人
代表を務めました。西諸土地改良区設立準備委員
会が発足した際には、審議内容をまとめる委員長
も務めさせていただきました。住む地域は一緒で
も、地区や営む農業の種類で考え方が異なるため、
意見をまとめるのはとても大変な作業でした。し
かし、全員が安定した水の供給ができるこの事業
に一所懸命意見を出し合い、自分たちの次の世代
のことまで考え抜いたことが現在につながってい
るのだと思います。農業発展には後継者不足など
のさまざまな課題がありますが、ダムの活用がそ
の一助になればと願っています。□□□□□□□

川
か わ さ き

﨑　明
あきら

さん

国営事業申請人代表

自分も農業を営む者として、思いを込めた
ダムがやっと完成しました

ダムから田畑までの通水イメージ

ダ
ム
を
効
率
よ
く
管
理
し

水
力
発
電
も
有
効
活
用
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水
は
、
作
物
を
作
る
う
え
で

必
ず
必
要
な
も
の
で
す
。
時
期

に
左
右
さ
れ
ず
田
畑
に
安
定
し

た
水
が
供
給
さ
れ
る
か
は
、
作

物
や
収
量
、
収
益
に
大
き
な
影

響
を
及
ぼ
し
ま
す
。
特
に
、
ビ

ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
栽
培
に
よ
る
マ

ン
ゴ
ー
や
メ
ロ
ン
、
ブ
ド
ウ
、

梨
な
ど
の
作
物
は
、
直
接
雨
に

よ
る
水
の
恵
み
を
受
け
な
い
た

め
、
か
ん
水
作
業
や
水
の
確
保

が
必
要
に
な
り
ま
す
。

　

ダ
ム
か
ら
供
給
さ
れ
る
水
を

使
う
と
、
フ
ァ
ー
ム
ポ
ン
ド
か

ら
直
接
田
畑
に
水
を
引
く
こ
と

が
で
き
る
た
め
、
使
い
た
い
と

き
に
使
い
た
い
量
を
利
用
で
き

ま
す
。
そ
う
す
る
こ
と
で
、
作

物
の
品
質
や
収
量
が
安
定
し
、

水
を
多
く
必
要
と
す
る
作
物
も

作
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
し
、

栽
培
時
期
や
収
穫
時
期
を
調
整

す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

　

ま
た
、
地
元
で
作
ら
れ
る
野

菜
や
果
樹
な
ど
を
食
べ
ら
れ
る

時
期
が
広
が
っ
た
り
、
高
品
質

な
作
物
を
食
べ
る
こ
と
が
で
き

る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　

使
用
料
が
必
要
に
な
り
ま

す
。
料
金
は
使
っ
た
水
の
量
で

は
な
く
耕
作
種
別
と
面
積
に

よ
っ
て
決
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

例
え
ば
、
お
茶
畑
、
ビ
ニ
ー

ル
ハ
ウ
ス
栽
培
、
普
通
畑
な
ど

に
分
か
れ
て
い
ま
す
。

　

水
が
供
給
さ
れ
る
地
区
は
、

小
林
市
だ
け
で
32
地
区
あ
り
ま

す
。
そ
の
う
ち
牟
田
原
、二
原
、

坂
下
地
区
な
ど
で
は
水
の
供
給

が
始
ま
っ
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
は
入
佐
地
区
の
工
事

に
新
た
に
着
手
す
る
予
定
で

す
。（
詳
し
く
は
９
ペ
ー
ジ
の

図
を
参
照
く
だ
さ
い
。）

　

水
を
使
う
際
は
、
配
管
工
事

な
ど
に
着
手
す
る
段
階
か
ら
水

を
出
す
給
水
栓
の
位
置
を
決
め

た
り
散
水
器
具
な
ど
を
準
備
す

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

栽
培
す
る
作
物
や
時
期
、
畑

の
形
状
や
面
積
な
ど
で
異
な
り

ま
す
が
、
散
水
器
具
の
例
と
し

て
ス
プ
リ
ン
ク
ラ
ー
を
取
り
付

け
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。
ス
プ

リ
ン
ク
ラ
ー
に
は
液
肥
混
入
機

が
つ
い
て
い
る
物
も
あ
り
、
水

を
か
け
る
の
と
同
時
に
肥
料
も

与
え
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

ダ
ム
の
水
を
使
う
こ
と
に
よ

る
メ
リ
ッ
ト
を
活
か
し
て
、
自

分
の
ス
タ
イ
ル
に
合
っ
た
営
農

計
画
を
立
て
、
高
収
益
作
物
の

生
産
を
行
う
な
ど
の
新
た
な
こ

と
に
挑
戦
し
て
い
た
だ
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

　

水
の
供
給
が
始
ま
る
地
域
に

は
事
前
に
通
知
を
行
い
、
配
管

や
給
水
栓
の
設
置
場
所
な
ど
を

一
緒
に
検
討
し
て
い
き
ま
す
の

で
、
ぜ
ひ
、
活
用
く
だ
さ
い
。

　

詳
し
く
は
、
農
業
振
興
課
ま

で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
問
＝
農
業
振
興
課

畑
地
か
ん
が
い
推
進
グ
ル
ー
プ

℡
23
‐
０
３
３
３

作
物
の
品
質
や
収
量
が

大
幅
に
良
く
な
り
ま
し
た

永
な が た

田　勉
つ と む

ダ
ム
か
ら
水
が
供
用
さ
れ
る

こ
と
で
、
ど
ん
な
メ
リ
ッ
ト

が
あ
り
ま
す
か
？

担当課に聞きました。

ダ
ム
の
水
を
使
う
と
使
用
料
は

発
生
し
ま
す
か
？

水
が
供
給
さ
れ
る
地
区
は

決
ま
っ
て
い
る
の
で
す
か
？

水
を
使
っ
て
新
た
な
作
物
や

営
農
に
挑
戦
し
て
く
だ
さ
い

　

私
が
住
む
坂
下
地
区
は
、
５

年
ほ
ど
前
に
畑
地
か
ん
が
い
事

業
で
フ
ァ
ー
ム
ポ
ン
ド
が
建
て

ら
れ
、
水
を
使
う
こ
と
が
で
き

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
果
樹

園
な
の
で
、
ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス

内
で
作
っ
て
い
ま
す
が
、
露
地

栽
培
よ
り
は
る
か
に
水
が
必
要

に
な
り
ま
す
。
農
業
を
営
ん
で

50
年
以
上
に
な
り
ま
す
が
、
こ

の
事
業
が
始
ま
る
ま
で
は
、
近

く
の
川
か
ら
水
を
桶
に
入
れ
て

担
い
で
持
っ
て
き
て
い
ま
し

た
。
本
当
に
辛
い
作
業
で
し

た
。
今
で
は
、
蛇
口
を
ひ
ね
れ

ば
水
が
出
る
た
め
、
使
い
た
い

と
き
に
十
分
な
量
を
使
え
て
い

ま
す
。
お
か
げ
で
、
収
穫
量
も

品
質
も
大
幅
に
良
く
な
っ
た
と

感
じ
て
い
ま
す
。

えびのI.C

栗野I.C

小林I.C

高原I.C

えびのJCT

九
州
自
動
車
道

宮
崎
自
動
車
道

え び の 市

小 林 市

高 原 町

霧 島 市

湧 水 町

伊 佐 市

人 吉 市

錦 町

あ さ ぎ り 町

多 良 木 町 西 米 良 村

宮 崎 市

都 城 市

F

F
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F

F
F

F

F

F

F

F

F

F

FF

F

F

F
F

F

F
配

F

F

F

浜ノ瀬ダム

浜
ノ

瀬
幹

線
水

路

坂下FP

山之口原FP

山之口原支線水路野
尻
高
原
幹
線
水
路

八所FP

八所支線水路

大沢津FP

相牟田FP

相牟田支線水路

大沢津支線水路

猿瀬FP

猿瀬支線水路

鹿児山FP

後川内FP

鹿児山支線水路

大萩・堤FP

小林えびの幹線水路

小
林
高
原
幹
線

水
路

大河平第1FP

大河平第1支線水路

大河平第2FP

大河平第2支線水路
岡原FP

大平FP

岡原支線水路

大平支線水路

中野FP
中野支線水路

岡原揚水機場
深草FP

深草支線水路

麓FP

入佐揚水機場

入佐FP

麓支線水路 入佐支線水路

出水FP

出水揚水機場
出水支線水路

尾八重野FP

尾八重野揚水機場 白鳥FP

尾八重野支線水路

白鳥支線水路

白鳥揚水機場

環野揚水機場

環野FP

環野支線水路

南ヶ丘FP

南ヶ丘揚水機場

南ヶ丘支線水路

山中FP

山中支線水路

瀬田尾配水槽

旭台FP

野尻幹線水路

447

268

221
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上）ファームポンドから水を流す
ためのパイプ。左）スプリンクラー
で３日に１回水を撒いています

小林市役所 農業振興課
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西諸農業水利事業計画一般平面図
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畑地かんがい事業対象区域（小林市は３２地区で、そのうち１６地区の事業が進行中です。）

ＮＯ 地区名 受益面積（㌶）
1 堤第１ 101
2 山中 20
3 千歳・環野 91
4 牟田原 44
5 二原 182
6 小林北部第１ 87
7 南ヶ丘第１ 103
8 細野第１ 88

ＮＯ 地区名 受益面積（㌶）
９ 小林東部第１ 100
10 入佐第１ 82
11 大萩 131
12 八所 72
13 釘松 55
14 川間西 59
15 川間東１期 41
16 川間東２期 37

工事が完了している地区

工事着工中の地区

着工予定の地区

課長

ダムの水を使うことでどんなメリットがあるのか、使用料はど
うなるのかなど、さまざまな疑問にお答えします。
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